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地理学会ニュース 2018 年度 第 1 号 

法政大学地理学会  2018 年 6 月 1 日発行 

 

 

法政大学地理学会2018年度 

第1回例会（シンポジウム）のお知らせ 

 

1）テーマ：「東京の水環境の現状と課題」 

 

2）日時：2017年6月30日（土）14:00～17:00 

 

3）会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 富士見

ゲートG402教室 

 

4）プログラム（予定） 

14:00～14:05 前杢英明（法政大学文学部）：

開会の挨拶と趣旨説明 

 

14:05～14:40 小寺浩二（法政大学文学部）：

東京の河川環境の変化と課題 

 

14:40～15:15 山利晶、古川正修、三家本史郎

（国際航業）：東京の地下水環境の変遷 

 

15:15～15:25（10分休憩） 

 

15:25～16:00 未定（交渉中）：東京湾の環境

変化と課題  

 

16:00～16:35 坪井塑太郎（国土防災技術株式

会社）：東京の水辺環境と水害  

 

16:35～17:00 質疑応答・総合討論 

 

18:00〜 懇親会 

 

5）シンポジウム開催の趣旨 

地球規模の環境変動により、われわれが利用

できる水の価値がより一層重要性を増していま

す。特に世界的な大都市「東京」において、現

在「水環境」に関する課題にはどのようなもの

があるのか、これらを知り、対処していくこと

は喫緊の課題と考えられます。本シンポジウム

では、東京の水環境を、河川、地下水、東京湾、

水害という視点から、それぞれの専門家の先生

に大都市東京が直面している水に関する課題に

ついてご紹介いただきます。討論や質疑を通し

て、地理学会の皆さんの知見を豊かにしていた

だければ幸いです。積極的な参加をお持ちして

います。 

 

2018年度定期総会の記録 

 

法政大学地理学会定期総会は，2018 年 5 月

12 日（土）16 時 20 分より,法政大学市ヶ谷キ

ャンパスボアソナードタワー13 階 BT1300 教

室にて開催された．前杢英明集会委員長による

開会の辞のあと，議長に千葉晃会員，書記に佐々

木星弥会員を選出して以下の議題に入った．議

題 1，2，3，4，5，6 については，いずれも常

任委員会より提出された原案が承認された． 

（出席者 23名 委任状 40名 計 63名によ

り総会成立） 

 

議事  

1. 2017年度事業報告 

細田常任委員長より以下の事業報告がなされ，

承認された． 

（1）2017 年度定期総会の開催，および 2018

年度定期総会の開催準備 

（2）2017年度「法政大学地理学術大会」の開

催 

（3）第5回「法政大学地理学会賞」（最優秀卒

業論文賞）受賞者の選考・決定 

（4）機関誌『法政地理』第50号 

（2018年3月20日発行）と法政地理学会ニュ
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ースの刊行（年4回：6，9，12，3月に発行）。

50号は「機関誌『法政地理』50号の歩み」と

「法政大学文学部地理学科創立80周年によせ

て」の特集を組み、総ページ数126の厚版とな

った。 

（5）例会の開催 

・第1回例会（シンポジウム，2017年7月1

日） 

 ・第2回例会（巡検，2017年11月18日） 

（6） ホームページの管理 HP問い合わせペ

ージ（WEBフォーム）の設置 Twitterアカウ

ントの開設、Facebookとの連携 

（7）会員名簿の管理 

2017 年度末現在：名誉会員 7 名 院生 14 名 

一般228：計242名 

学生：学部生約250＋通教83名 

（8）その他 

 

2. 2017年決算報告 

 

狩野会計委員長より以下の決算報告がなされ

た 

． 

(1)一般会計    

【収入】      〈予算〉      〈決算〉  

会費等     1,335,000  1,651,100 

出版補助金   150,000 150,000 

雑収入 10,000      37,526 

前年度繰越金  625,597  625,597      

収入合計     2,120,597    2,464,223 

【支出】       〈予算〉      〈決算〉 

消耗品費 10,000  3,337 

印刷費       1,000,000     883,332 

郵送費         200,000     113,905 

委員会運営費    100,000      120,146 

特別活動援助費  220,000      210,598 

支部活動援助費  10,000            0 

情報化関連費 10,000         3,395  

雑支出（予備費）  3,000         1,566  

評議員選挙積立金 60,000        60,000  

次年度繰越金    507,597      1,067,944  

支出合計       2,120,597      2,464,223 

 

 

 

 

 

（2）特別会計（積立金）  

  

【収入】       〈予算〉       〈決算 

雑収入          0     34,526 

前年度繰越金  7,500,000    7,500,000  

収入合計      7,500,000    7,534,526

  

【支出】     〈予算〉      〈決算〉  

雑支出               0     34,526 

次年度繰越金  7,500,000     7,500,000  

支出合計      7,500,000      7,534,526 

 

3. 2017年度監査報告 

道明紀彦監査・伊藤達也監査より「会計は適

正に処理されている」とする監査報告があり，

上記2の決算報告とともに承認された． 

 

4. 会則改正案 

細田浩常任委員長より以下の会則改正案が提起

され，承認された． 

（1）会則改正案 

対外機関に対応するため、会則中に会の設立

年月日を明記する必要がある。 

第一章・第1条に明記 

第 1 条    本会は，法政大学地理学会と称し，

事務局を法政大学文学部  

地理学教室（東京都千代田区富士見2-17-1）

に置く．  

本会の設立は1949年1月19日とする．  

付則 

9 本会則は、これを一部改正し2018年5月

12日から実施する.を追記 

 

5. 2018年度事業計画案 

細田浩常任委員長より以下の事業計画案が提

起され，承認された． 

（1） 2018年度定期総会の開催，および2019

年度定期総会の開催準備 

（2） 2018年度「法政地理学会学術大会」の

開催（2019年2月末予定） 

（3） 第8回「法政大学地理学会賞」（最優秀

卒業論文賞）受賞者の選考と発表・表彰 

（4） 機関誌『法政地理』第51号（2019年3
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月発行予定）と法政地理学会ニュース

（4回発行予定）の刊行 

（5） 例会（シンポジウム，6 月・巡検，11

月）の開催 

（6） 学会ウェブサイトおよび Facebook, 

Twitterの管理・運営 

    法政地理のPDF掲載 

（7） 会員名簿の管理 

（8） その他（支部活動の援助等）、選挙管理

委員会の設置と評議員選挙 

 

6. 2017年度予算案 

狩野会計委員長より以下の予算案が提起され，

承認された． 

 

 (1)一般会計      

【収入】   〈予算〉     

会費等  1,200,000   

出版補助金  150,000     

雑収入    5,000     

評議員選挙積立金  60,000     

前年度繰越金   1,067,944     

収入合計       2,482,944   

【支出】 〈予算〉     

消耗品費  10,000      

印刷費 900,000      

郵送費 200,000      

委員会運営費 220,000      

特別活動援助費 220,000      

支部活動援助費  10,000      

情報化関連費   4,000      

雑支出（予備費）  3,000      

次年度繰越金 915,944     

支出合計  2,482,944      

 

（2）特別会計（積立金）      

【収入】       〈予算〉     

雑収入        0      

前年度繰越金  7,500,000     

収入合計      7,500,000      

【支出】       〈予算〉      

雑支出        0      

次年度繰越金  7,500,000     

支出合計      7,500,000      

 

 

 

６. その他 

機関誌「法政地理」投稿規定改正案の報告 

加藤編集委員より以下の投稿規定改正案が報

告された． 

 

改正 

2017年 12月 第 7回改訂『法政地理』編集委

員会 

3) 「法政地理」に掲載された全ての論文の著

作権は，法政大学地理学会に帰属する． 

 

庶務委員会 委員の交代 

米家庶務委員長より以下の委員交代案が報告

された 

 

前：米家志乃布（委員長） 中村太輔 

後：米家志乃布（委員長） 呉丹藝 足立公則 

 

・法政大学地理学会『特別会計』の経緯とその

使途に関する措置の提案 佐藤会長より提案さ

れ、承認された。→詳細は後掲 

・『法政大学地理学会創立 70周年記念論文集』

の概要 相原副会長より説明された、→詳細は

後掲 

-------------------------------------- 

 

2018年度評議員会の記録 

 

2018年度定期総会に先立ち，2018年 5月12

日（土）13時30分より，法政大学市ヶ谷キャ

ンパスBT1300教室にて評議員会が開催され，米

家志乃布庶務委員長の進行で、2018年度総会議

事の説明を行った。出席者は，事前委任状提出

者が6名，当日の出席者は 11名であった． 

 

-------------------------------------- 

特別講演 

 

 相原正義（聖徳大学兼任講師、法政大学地理

学会副会長） 

 

「地名改変をどのように考えるか—社会人講

座「千葉県常磐線沿いの歴史と地理」での扱い」 
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2018年5月12日（土）15：00〜16：00に、

法政大学市ケ谷キャンパスBT1300教室にて、本

年度の特別講演会を行った。講演者は、本学会

副会長で、現在、聖徳大学兼任講師の相原正義

氏で、「地名改変をどのように考えるか—社会人

講座「千葉県常磐線沿いの歴史と地理」での扱

い」という題名で講演をいただいた。平成の市

町村合併などが進む中、その土地に固有な地名

が次第に消滅していく過程を以下の４つの観点

からご講演いただいた。1.地名—学校教育と社会

人講座の扱い、2.「新田」地名廃止への意見、

3.つくばエクスプレス新駅周辺区画精緻事業と

歴史的地名の削除、4.鉄道駅名を検討する。演

者の地元の詳細な調査研究を元にした、地域の

実情に根差した地名変遷の歴史について、事例

をたくさん交えてわかりやすくお話しいただい

た。会場には約30名の参加者が集い、熱心に耳

を傾けていただけでなく、多数の質問もあり、

たいへん盛会であった。 

 

 

 

写真１ 講演中の相原正義先生 

 

 

写真２ 

         写真３ 

 

 

法政大学地理学会『特別会計』の使途に関す

る報告 

法政大学地理学会会長・佐藤 典人 

 

去る2017年度の法政大学地理学会(以下，当

学会と表記)総会での質疑を踏まえ，今年度の当

学会総会(5月12日開催)にて標記に関する下記

の提案が承認されました．ここにその骨子を報

告しつつ，会員各位のご理解と企画内容へのご

協力を要望する次第である． 

＊『特別会計』の使途 

『特別会計』予算をその経緯に則って，下記の

Ａ，Ｂに充てる．  

Ａ．「法政大学地理学会創立 70周年記念 

論文集」（仮称）の刊行． 

来たる2020年度末(2021年3月)を目途と

して本論文集を刊行し，当学会会員等に配布

する．また，この事業遂行のために「記念論

文集刊行委員会」（仮称）を設ける．なお，こ

れに関する詳細は，当学会の「学会ニユース」

にて別途にお知らせする予定である． 

Ｂ．「地理学研究奨励金」（仮称）の授与． 

本奨励金は，本学に在籍する当学会の学

生会員(通学部生，通信教育部生)，および院生か

ら当学会機関誌へ投稿・掲載された報文を

対象として，「地理学研究奨励金授与選考委

員会」(仮称)を設けて，その選考に当たる．

なお，これに関する詳細は，当学会の「学

会ニュース」にて別途にお知らせする予定

である． 

 

なお，この当学会『特別会計』の執行に
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関しては，別途に「特別会計運営委員会」

（仮称）を設けて管理する． また，上記の

仮称としている各委員会の統括には，当学

会の副会長３名がそれぞれ分担してその任

に当たることも，併せて承認された． 

      

 

「法政大学地理学会創立70周年記念論文集」

原稿募集 

 

「法政大学地理学会創立70周年記念論文集」

の発刊は 2018 年度法政大学地理学会総会（5

月 12 日―土曜日）で世話人から提案し、全出

席者の賛同を得て決まりました。下記に企画案

と体制をご報告し、会員皆様のご協力を得たい

と考えております。よろしくお願い申し上げま

す。 

 

１ 刊行年度と執筆資格者 

１）学会創立70周年  2020年度刊行 

２）執筆・投稿資格者  会員のほか法政大学地

理学科関係者 

（会員、地理学教室教員・兼任教員、院生、

卒業・修了者など） 

３）執筆内容―地理学論文、地理教育論など 

４）出版費用  「特別会計」の一部から出費 

２ 執筆規定と執筆要項 

１）Ｂ５版（「法政地理」の版）300ページ 

２） 横書き、1ページ 2 段、1段＝22 字×4１

行（「法政地理」と同じ） 

1執筆者 題、図版を含めて10ページ（プ

ラスマイナス2ページ） 

   ワープロ完成原稿と打ち出し原稿1通送

付、共同執筆可 

３）執筆要項 「法政地理」の投稿規定に準ず

る 

３ 原稿提出締め切り日と発刊日程、連絡先 

１）原稿締め切りと発刊 

 締め切り日  2020 年 3 月 31 日（期間、1

年10か月） 

 発刊予定日  2021 年 2 月の卒論発表会、

または3月の卒業式 

 配布範囲   会員と執筆者、ほか 

２）連絡先・原稿送付先 

 〒352-0015 新座市池田５-８-４ 佐藤典人  

方      

「法政大学地理学会創立 70 周年記念論文集」

編集委員会 御中 

アドレス：snorihito@jcom.zaq.ne.jp 

４ 編集委員の公募 

編集委員公募 広く会員から募集、若い方と

大学院生は積極的に応募してください。 

 

-------------------------------------- 

 

地理学教室だより 

 

今年の 3月、114名の学生が地理学科から巣

立っていきました。実はこの中に近年まれにみ

る数字が隠されていました。学部を4年で卒業

する学生の割合を標準修業年限卒業率として大

学は統計を取っており、法政大学全体では例年

81％前後になっています。文学部はこの大学全

体を常に下回る学部の一つでした。そして地理

学科は文学部の中でもこの標準修業年限卒業率

は低かったのです。地理学科の過去のデータを

並べると、2009年（65.5％）、2010年（71.1％）、

2011年（60.9％）、2012年（73.5％）、2013年

（78.5％）、2014年（69.8％）、2015年（75.9％）、

2016年（76.0％）であり、最近はかなり大学全

体の数値に近づいていましたが、今年の3月の

卒業生のうち、2014 年に入学した学生は 100

名でした。2014 年の新入生は 123 名でしたか

ら、標準修業年限卒業率はなんと81.3％になり

ます。ようやく、地理学科も大学全体の値とほ

ぼ同じ数字が出たわけです。 

 今年の4月、地理学科は108名の新入生を迎

え入れました。地理学科は多様な入試形態を取

り入れて優秀な学生の確保に努めていますが、

近年、新たな傾向が認められるのが外国人留学

生入試です。地理学科では以前から外国人留学

生に門戸を開いていましたが、志願者は毎年ほ

とんどなく、あっても1名か2名で、合格者は

おりませんでした。それが、2014 年度に 5 名

の志願者から、3 名の合格（入学者 2 名）を出

しました。その後、志願者は増え続け、2017

年度は志願者16名、合格者5名（4名入学）、

2018年度は志願者19名、合格者4名（3名入

学）です。大学全体では外国人留学生の入学者

数は 5 年前の倍ほどの人数になっています。5
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年前までは留学生のうち半数以上が韓国人留学

生でしたが、現在は中国人留学生が全体の7割

ほどにもなっています。地理学科の昨年と今年

入学した留学生もみな中国人留学生です。学科

は多様な入試形態で入ってきた108名の仲間を

迎え、高い標準修業年限卒業率を得るべく新し

い1年をスタートさせています。 

（地理学科主任 中島弘一） 

-------------------------------------- 

 

地理学教室（通信教育部）だより 

 

近年、通信教育課程の学生数が減少してお

ります。地理学科の減少率は他学科に比較し、

落ち着いてきてはいますが、最も学生数の少

ない学科となっています。通学過程と比較し、

幅広い年齢層の学生であり、入学目的も、生

涯学習、測量士補や社会科教員免許の資格取

得など多岐にわたっております。 

スクーリング等で来校される機会を通じ

て、法政地理学会の活動を知っていただき、

入会へつながるよう努力していこうと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（通信教育課程主任 山口隆子） 

 

-------------------------------------- 

 

院・地理学専攻だより 

 

法政大学大学院人文科学研究科地理学専攻で

は、2018 年 4 月に修士課程生 5 名と研究生 1

名を新たに迎えました。2017年度には新入生は

1 名だけでしたので、大幅な増加です。これで

修士課程在籍者数は7名、博士後期課程在籍者

1 名を加えて、合計 8 名となります。最盛期の

数字まではまだ及びませんが、にぎやかにそし

て活発に、研究活動か展開されることが期待さ

れます。 

 なお、2017 年度修士課程修了生は 1 名で、

修士(地理学)の学位が今年3月24日に授与され

ました。博士後期課程については、修了者はい

ませんでした。 

（地理学専攻主任 中俣 均） 

-------------------------------------- 

 

機関誌「法政地理」第 51号（2019年３月発

行予定）の原稿募集 

                            

編集委員会 

 

2019 年３月発行予定の機関誌「法政地理」

（第 51 号）の原稿を募集します。投稿は当

学会員ならば誰でも可能です。学生、研究者、

OBの皆さんから多くの投稿を期待します。投

稿希望者は下記の要領で編集委員会までご

連絡ください。原稿の種類は論説、研究ノー

ト、フォーラム（会員からの情報や話題）、

資料解説、文献紹介です。 

 

１．投稿希望者は 2018 年８月１日（水）ま

でに、原稿の種類と予定原稿枚数（400 字詰

原稿用紙に換算）をメールまたは葉書にて編

集委員会までお知らせください。 

２．投稿希望者は 2018 年９月３日（月）必

着で、当学会の投稿規程に則り、原稿を送付

してください。その際、機関誌巻末の原稿送

付状を添え、印字原稿と媒体（ＣＤなど）と

一緒に提出してください。 

３．投稿された論文を査読し、必要に応じて

修正を求める場合があります。 

４．編集作業予定 

 2018年 10月 12日(金）   投稿者への原

稿修正依頼 

2018年11月15日(木)    修正原稿の提出

締め切り 

2018年12月14日(金)～2019年２月８日(金) 

原稿校正 

2019年３月上旬       校了 

2019年３月下旬       発行 

 

＜連絡先メールアドレス＞ 

henshu@chiri.info 

＜葉書、及び原稿などの送付先＞ 

〒102－8160 

東京都千代田区富士見 2-17-1 

法政大学文学部地理学教室内  

「法政大学地理学会編集委員会」宛 

 

-------------------------------------- 
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<<会計委員会より>> 

 

 年度が改まりましたので、今年度の会費未納

の会員様におかれましては速やかな納入をお願

いいたします。本学会は会員皆様の会費によっ

て運営されておりますので、その点をご理解い

ただき、ご協力ほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

住所不明者(敬称略) 

 

阿部智臣・工藤哲男・後藤良太・佐藤功・田口

圭子・塚本裕子・増田俊樹・吉田正人 

 

上記の方の連絡先をご存知の方がいらっしゃ

いましたら、学会まで連絡先をお知らせいただ

きますよう、ご本人様にお声がけをお願いいた

します。特に通信教育部所属の学生会員の情報

は個人情報管理の観点から大学事務から学会へ

の連絡は一切ございません。特にインターネッ

ト経由によるゆうちょ銀行以外の金融機関から

の振り込みの際には住所確認ができないケース

がありますので、住所変更の際にはご面倒です

が当学会まで一報をお願いいたします。 

 

-------------------------------------- 

 

<<学会ニュース原稿の募集>> 

 法政大学地理学会ニュースに掲載する原稿を

広く会員の皆様から募集しております。原稿の

ご相談は、下記の連絡先までお願いいたします。 

連絡先：庶務委員会(shomu@chiri.info) 

 

 

 2018年6月1日発行 

編集 法政大学地理学会庶務委員会 

 発行 法政大学地理学会常任委員会 

 〒102-8160  

  東京都千代田区富士見2－17－1 

  法政大学文学部地理学教室内 

 Fax.  03-3264-9459 

  E-mail  hoseichiri@chiri.info  

 Web  http://www.chiri.info/index.html  

  郵便振替 00170-9-167442
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